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　小島 1 によれば、第二次大戦後、欧米の人類学の研究者により仏教教理のほかに “生きられる
仏教” を明らかにする研究が行われて、仏教の信仰以外に土着の精霊信仰とも呼ぶべきものが在
家信者を中心に根付いていることが明らかにされてきた。スパイロ 2 は、ミャンマーにおける仏






も の 」（the gaing world fills a gap between the locality-bound world of ‘Animism’ and the 


















































































































る理由（Reasons for venerating monks）は、20 名に聞いたところ
 教えを守り、瞑想するから 8 名
 黄衣を着ているから  5 名
 ブッダの子だから  4 名
 性行為を絶っているから  2 名
 徳による   1 名
となっていて、必ずしも仏教教義を理解している者が大半を占めているとは言えない。また、律
を遵守している出家者に布施をする理由（Reasons given by laymen for monks’ compliance 
with rule）について 14 名に聞いた回答は
 在家者にメリットを与えるから 6 名
 出家者に食物を与えるために 4 名
 欲望を絶つために  1 名
 瞑想をするために  1 名
 仏教を進めるために  1 名





いた “なぞなぞ ” は、在家者が出家者をどのように見ているかを端的に示唆している。21
 Question: One always gives to the other, but the other squanders what is given and 
   still asks for more. Who can it be?






































































































が賞賛に値し、賢明であるとされ、タンバイアが説明する merit making の順位付けの考え方は
感じ取れなかった。平均的な在家者にとっての最も重視している実践は、個人それぞれの人生の
転機に出家者を招いて行われるヌガン・タン・ブン（ngan tham bun）である。他の merit 
making とされることを何年も行わずに蓄えておいて、自分自身あるいは親族や友人のために、
人生の危機の際に催されるヌガンで使う。僧院で行われる定例行事のカティナ祭やファ・パ
（Pha pa）はより重要度が低いと考えられている。これは、merit making が社会的に正しい行為
の副産物として得られるものとみなしているためとする。
　ブンナークは、元公務員の Khun Siri が催した 3 人の息子の受戒式の際の招待者とその寄付額
についての詳細な報告をしている。総数 260 名あまりの内、親族、仕事上の繋がり、友人関係の
ほかに、相互に merit making の関係で寄付をする人が 1/3 を占めている。全体の 7 割の人の支



























クターに区分割り当てて解釈している。34 また、近年、津村文彦 35 により、精霊を対象とする呪































































































































































































 2　Spiro, Melford E. ［1984］
 3　Spiro, Melford E. ［2017］
 4　Tambiah, S.J. ［1970］




 8　四向四果：4 つの階梯は下より、① sota-Apann（預流）② sakad-AgAmin（一来）③ anAgAmin（不
還）④ arahanta（阿羅漢）であり、それぞれに向かってゆく道程（「向））と到達する結果（「果」）があ
る。
 9　例外的に在家のままで arahant に到達することがあり得るという論もなされている。（Milinda Pañha　
PTS 版 p.316 など）
  なお、在家阿羅漢については、藤田宏達［1964］pp.51-73、香月拓［2011］pp.898-894 が論じている。
その位に達したものはその日のうちに出家するか涅槃（死）するとされている。
10　“Itivuttaka” PTS 版 p.111
11　佐々木教悟［1985］pp.38-39
12　“Vissuddamagga Ⅰ” PTS 版 p.32　
13　池上要靖［1998］












20　Spiro, Melford E. ［1984］pp.405，413
21　Spiro, Melford E. ［1984］p.415






























39　Bowie,Katherine A. ［1998］, pp. 469-481 （for many villagers Buddhist practice involves more than 









45　Mendelson, E. Michael ［1961］





51　Gombrich, R., and Obeyesekere, G. ［1989］p.210
52　Gombrich, R., and Obeyesekere, G. ［1989］p.243
53　Gombrich, R., and Obeyesekere, G. ［1989］p.313









Bunnag, Jane ［1973, reissue2007］Buddhist Monk, Buddhist Layman: A Study of Urban Monastic 
Organization in Central Thailand. Cambridge University Press.
Bowie, Katherine A. ［1998］The Alchemy of Charity: Of Class and Buddhism in Northern Thailand. 
American Anthropologist. 100（2） pp. 469-481
Gombrich, R., and Obeyesekere, G. ［1989］Buddhism Tranformed: Religious Change in Sri Lanka. 
Princeton University Press.
Mendelson, E. Michael ［1961］A Messianic Buddhist Association in Upper Burma. Bulletin of the School of 
Oriental and African Studies. 24（3）
Spiro, Melford E. ［1984, 1st ed. 1970］Buddhism and Society: A great Tradition and its Burmese 
Vicissitudes second, expanded edition. University of California Press.
Spiro, Melford E. ［2017, Original ed. 1967］Burmese Supernaturalism, expanded edition. Routledge.
Tambiah, S.J. ［1970］Buddhism and the Spirit Cults in North-east Thailand. Cambridge University Press.




































林行夫 ［2011］「東南アジア仏教徒の世界」（奈良康明、下田正弘（編）『静と動の仏教（新アジア仏教史 04 ス
リランカ・東南アジア）』） 佼成出版社
パーリ学仏教文化学会上座仏教事典編集委員会（編） ［2016］『上座仏教事典』めこん 
早島鏡正［1951］「福田思想の発達とその意義」『宗教研究』124, 32-40
早島鏡正［1961］「上座仏教における在家と出家の立場」『印度学仏教学研究』9（1）, 54-61
藤田宏達［1964］「在家阿羅漢論」（結城教授頌寿記念論文集刊行会（編）『結城教授頌寿記念　仏教思想史論
集』大蔵出版）
文化庁（編）［2018］『宗教年鑑　平成 29 年版』（http://www.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/hakusho_
nenjihokokusho/shukyo_nenkan/index.html）
村上真完、及川真介［2009］『仏のことば註（三）パラマッタ・ジョーティカ─』 春秋社
藪内聡子［2012］「シンハラ仏教徒のパリッタ儀礼と神々」（立川武蔵編『アジアの仏教と神々』）pp.20-41
